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近り:', lj:」り';:形態｛上多品種少りし:I !:_}光へと移1 Jし， 生p'(こ現場で｛｝、上り炒J ,ヽt,;1Y、J心生ii(—.システム
が求められてしヽる ． 機械）�II I". におし‘ては， ［作横械の閻速 ・ i:':i1翡股化に）JI I文， 多刺l化・複
合化 ・ 多機能化が進み， 特に 1:程集約と 1•,':j能中）Jll r. が期待さ才しる多軋Ii • 紺合）JII「.槻の舜人
が迎んでしヽる ． しかしながら， 最先端の1 ー 作機械により）JI I I

―

Ji、『間が1噂li', された ー ）jで，CJ\M
ソフトウェアにより 1·_作機械を制御するためのNCフログラムを生成するtでの）JI I I叫噌iii

II、'J'間の内1]合が， 1l�Plzリードタイムの111で大きくなってしヽる ．

4かに， CAMソフトウェアヘの人）月'ii·:位を川紅、するl爪犀勾H認熊綽し／こ作業者に依存して
おり， 1:':iし、技能とIi、『間的負れ！を加ヽてしヽる ． こu)ため， I'. 程改叶叫来準化と）JII JJj囁ill、『間

の削減が求めらjしており， ）JI I I以」集となる CJ\Dモデルを加こ）JI I「力仏や）JI! r.JIIW i<を1·1動的
に決定することで，作業者か施してきたi-.『出没］卜を代杵する1オ閑設 ，ii文拭システム(CAI平：
Comp uLc、 r /\id叫Jl roccss P lanning)の 間愉が進んでしヽる.

CAM ソフトウ L アヘの人）j 柏恨を川 、1立する r_『出没叶文似システムいI)甘発におし＼て， )JII 1·. 
フィ ー チャと呼ばれる）Jll T. U'立を牛，'i'徴付rrる飢域の晶識が最も1f1度となる ． そこで本研究
では， 多軋Ii ・ 複合）JII「機による機械加i-.に1i',]けて， 複雑な）JI I I対匁をip_純形状へ訓II各化し
て ）JII Lフィ ーチャの種頻がj許大することを避けながら， 旋削i肌Ii間でU) I'. 作物の把持杵え
ゃ複数箇所O)j,i]I!、']')JII I: を可能にし， 晶汁者の、立図を加lJIJ'U'(や）JI! r. I才情へと反映できる ）JI I 
1: フィ ー チャの晶識をII的とする．








